
本邦の透析患者は高齢化の一途を辿り、サルコペニア・身体的フレイルなどにより健康寿命が脅かされている。透析患者の多くは

食欲低下・低栄養を訴える患者が多く、これらを助長する状況にある。近年、透析患者の口腔機能低下・オーラルフレイルの有病率

が高いことが報告されているが、食欲低下・低栄養との関連は不明である。透析患者の口腔健康を検討していくうえでは、多職種連

携が重要である。そこで、本研究は透析施設に通院中の透析患者の食欲低下・低栄養とオーラルフレイルの関連を検討することを目

的とした実態調査を行う。そのデータを統計解析し、その知見から透析患者の食欲低下・低栄養対策の構築を目指す。  
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